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ている（Kintsch, 1988; Kintsch, 1998; van Dijk & Kintsch, 1983）。 
 この状況モデルそれ自体にも、5 つの異なる次元が存在するということが判明して
いる。その 5 つの次元とは、時間（time）、空間（space）、因果関係（causation）、












読み時間が短いことが判明した。この結果からGlenberg, Meyer, & Lindem（1987）
は、読み手の状況モデル構築において、文章が記述する空間的な構造が大きな影響を
持つことを指摘している。 
 同じような研究にHaenggi, Kintsch, & Gernsbacher（1995）とMorrow, Bower, & 





























































 2.1 参与者 
 東京都内の私立大学に在籍する大学 1 年生から 3 年生の学生 38 名が本実験に参加











 2.3 材料 









今4つある部屋のうちどの場所にいるかが示されている（例：He made sure that the 
library was being cleaned and then left to check whether he could welcome them 








 刺激文を読解する際に読み手が記憶する部屋の見取り図は、練習用には Haenggi, 
Kintsch, & Gernsbacher（1995）の実験1で使用した部屋を日本語に訳したものを、 









  ・John remembered the day when he became the head of the research 
 center. 
  ・He found out that the board of directors was coming for a surprise visit 
 the next day. 
  ・He called the workers together in the library and told them to prepare 
 the presentation. 
  ・He felt that the center was very dirty. 
  ・He told them to start cleaning up the building at that moment. 
  ・He said that he wanted the directors to see a good presentation as well as 
 a very beautiful center. 
  ・He told everybody to start cleaning every room. 
  ・He made sure that the library was being cleaned and then left to check 
 Whether he could welcome them in a good condition. 
   ＜問題１＞ 
    この時点で、次の２つが同じ部屋にあるかどうかを答えなさい。制限時間 
 は２０秒です。 
   ・１－A John   と lump 
   ・１－B John   と table 
   ・１－C John   と couch 





























れ 4 文を抜き出し、計 12 文について 1 文ずつ分かち書きにし、6 文は原文とまった
く同じ内容、残り6文は逐語的にも命題的にも異なるものである。課題文は全部で12
























  1．He made sure that everything was prepared for his 
 presentation. 
    A 彼は自分のプレゼンテーションの準備をすることに全力を 
 注いだ。 
    B 彼は自分のプレゼンテーションの準備をすべて自分で行う 
 ことを確認した。 
    C 彼は自分のプレゼンテーションの準備が全て整っていると 
 確信した。 
  2．In the next room, technicians were analyzing the data for 
 a next project. 
    A 隣の部屋では、技術者たちが次のプロジェクトに向けてデ 
 ータを分析していた。 
    B 次の部屋では、次のプロジェクトに関わる技術者たちがデ 
 ータについて議論していた。 
    C 次の部屋では、技術者たちが次のプロジェクトのためのデ 
 ータを集めていた。 
 
 2.5 手続き 










































































は 9.92、標準偏差は 1.63 であった。直後再認課題（満点：5 点）の平均点は 4.09、
標準偏差は 0.55 であった。推論課題（満点：48 点）の平均点は 31.89、標準偏差は
5.02であった。和訳課題、さらに直後再認課題と推論課題の平均点と標準偏差を表３
に示す。 
 そして本実験参与者の TOEIC Bridge テストの reading 得点と和訳問題との間に
Pearsonの相関係数を求めたところ有意な正の相関が確認された（r = 0.39, p ＜ .05）。
さらにこの和訳問題と、直後再認課題ならびに推論課題のPearsonの相関係数を求め
たところ、和訳問題と直後再認課題については有意な正の相関が確認された（r = 0.38, 









   和訳課題 直後再認課題     推論課題 
満点    12    5      48 
平均       9.92         4.09           31.89 
標準偏差       1.63         0.55          5.02 
98 
 
表4 TOEIC Bridgeテストの reading得点と本実験の三つの課題得点の相関 
    readingテスト得点 和訳課題  再認課題  推論課題 
 reading   1    .39(＊)    .11    .06 
和訳課題   .39  (＊)    1    .38  (＊)    .03 
再認課題   .11    .38   (＊)    1    .19 

























ることによって、文章全体が表す「状況」の記憶表象（Kintsch, 1988; Kintsch, 1998; 
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